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『大 日経』における金剛薩垣の位置づけ

平 岡 龍 人

1.イ ン ド中期 密 教 の経 典 で あ る 『大 日経 』 と 『金 剛 頂 経 』 は,空 海 に よ って 両

部 の 大 経 と位 置 づ け られ た も の で あ る.両 経 は も とも と成 立 した 時 期 も場 所 も異

な っ て い る よ うで あ る.本 稿 で は,両 経 の 思 想 的 な 関連 性 に つ い て,『 大 日経 』

の 「転 字 輪 曼 茶 羅 行 品 」,「悉 地 出現 品」,「具 縁 品 」 等 を取 り上 げ,主 に ブ ッ ダ グ

ヒヤ の 注釈 を 通 じて 考 察 した い .

2.『 大 日経 』 に は,『 金 剛 頂 経 』 が 説 く"仏 と一 体 化 す る四 印 相 応 の瑜 伽"の 思

想 に結 び つ く箇 所 が み られ る.以 下 に は,最 初 に 「転 字 輪 曼 茶 羅 行 品 」 の 中 の

「一 切 如 来 の 尋 念 」 の 「尋 念 」 に つ い て述 べ,次 に 「世 尊 の 菩 提 樹 下 で の 境 地 」,

「金 剛 薩 垣 と して の 阿 闍 梨 」,「そ の 印 あ る い はVA字 に よ る加 持 」,「マ ン ダ ラ を

画 く条 件 」 等 に つ い て 検 討 し,『 金 剛 頂 経 』 に繋 ぐ 『大 日経 』 に お け る金 剛 薩 唾

に つ い て 述 べ て み る.

2.1漢 訳 『大 日経 』 の 「転 字 輪 曼 茶 羅 行 品 」 に は,「 時 に 毘盧 遮 那 世 尊 は 諸 仏 の

本 初 不 生 を尋 念 し,自 身及 び持 金 剛 者 を加 持 して,金 剛 手 等 の上 首 の執 金 剛 に告

げ て 言 わ く」1)と あ る.チ ベ ッ ト語 訳 で は,「 時 に世 尊 ビル シ ャ ナ は,一 切 如 来 を

尋 念 され,自 身 と金 剛 手 の 両 者 を本 来 不 生 な る もの と して加 持 せ られ,金 剛 手 な

どの 諸 の 執 金 剛 に仰 せ られ た」2)と あ る.こ の 〈一 切 如 来 を尋 念 さ れ〉 の尋 念 は,

チ ベ ッ ト語 訳 で はrjes su dgongsで あ るが,想 念,意 図 な どの訳 語 を あて る場 合 が

あ る.こ れ は如 来 が衆 生 済 度 をせ ん とす る本 誓,本 願 を想 念 す る こ とを 指 して い

る と思 え る.『 金 剛 頂 経 』 に出 て くる如 来 の"悲 に よ る加 持 に も とつ い た"仏 と

一 体 化 す る考 え
,す な わ ち 諸 仏 と瑜 伽 に よ っ て 一 体 化 す る考 えが,こ のrjes su

dgongsと い う言 葉 で,『 大 日経 』 に も存 在 して い た と考 え る べ き で あ ろ う.

2.2次 に 同 品 に は,チ ベ ッ ト語 訳 に 「私 は世 間 第 一(loka一 盃di)の 世 間 導 師(1oka-

natha)と 称 せ られ る者 で あ り,無 上 に して,本 来 寂 静 な る,無 比 の法 を 説 く」3),

そ して 「時 に世 尊 は これ らの 偈 頌 を説 か れ,こ の加 持 を も っ て加 持 した も うが 故

に,彼 の諸 の菩 薩 と彼 の諸 の執 金 剛 は,世 尊 が 最勝 第 一 の 菩提 道 場 に安 住 し給 い,
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〔世 尊 の〕 虚 空 の如 き戯 論 な き無 二 の行 境 の瑜 伽 の 相 〔の故 に,世 尊 に 〕 業 の成

熟 を見 る」4)と あ る.ま た 「彼 の 阿 闍 梨 は 一 切 智 性 の 門 た るA字 〔とい う も の 〕

に住 して 糸(sutra)を と り」5)と あ り,さ らに 「次 に 自身 を金 剛薩 捶(vajrasattva)・

金 剛 手(vajrapani)と して,そ の 印 か,あ る い はVA字 に よ っ て加 持 して,〔 マ ン

ダ ラ の 〕 内 に 入 っ て,胎 蔵 マ ン ダ ラ を画 くべ し」6)と あ る.ま た 「悉 地 出 現 品 」

に は,「 また 次 に 真 言 行 者 は瑜 伽 に 進 趣 して,儀 軌 を 知 る を もっ て,有 情 を 利 益

せ ん と希 っ て,VA字 の作 業 を なせ 」7)と あ るが,こ れ はVA字 が 障 碍 を除 くか ら

で あ る.要 す る に,阿 闍 梨 がA字 に住 して,自 身 が 金 剛 薩 捶 ・金 剛 手 と して,

「転 字 輪 曼 茶 羅 行 品 」 に あ る金 剛部 の 印 を も って,清 浄 を 本 質 とす る水 で加 持 を

な し,マ ン ダ ラ を画 く如 くに,自 身 が 金 剛 薩垣 ・金 剛 手 とな っ て,そ の 印 か,あ

るい はVA字 を も って 加 持 し,胎 蔵 マ ンダ ラを 画 くわ けで あ る.こ の 「そ の 印 か,

あ るい はVA字 で 加 持 して 」 とい う所 は,『 金 剛 頂 経 』 の仏 と一 体 化 す る瑜 伽 行

を重 要 視 す る考 え と同 じ もの で あ ろ う.

2.3ま た 「転 字 輪 曼 茶 羅 行 品1に,「 同 様 に第 二 〔重 〕 の マ ン ダ ラ に お い て,ま

た か くの如 く,自 身 を本 来 寂 静(adi-santa),無 二 の瑜 伽 の姿 で あ り,如 来 の 姿(色

身gzugs,rupa)で あ る空 性 の 自性 と加 持 し」8)と あ り,自 身(阿 闍梨)を 本 来 寂 静,

無 二 の瑜 伽 の姿 で あ る如 来 の 姿(色 身),す な わ ち空 性 を 自性 とす る如 来 の 姿 で あ

る と加 持 し,仏 と一 体 化 す る如 く,マ ン ダ ラ を画 くに も,空 性 と無 二 の瑜 伽 行 の

重 要 性 が あ る こ とが 説 か れ て い る.

2.4ま た 同 品 に は,「 次 い で 起 き あ が って,マ ンダ ラ を 囲繞 し,内 に入 っ て,大

慈 と大 悲 の 力 を もっ て 成 就 者 を観 念 して,自 身 をVA字 で 羯 磨 金 剛 薩 捶(karma-

vajrasattva)と 加 持 し,金 剛 最 勝施(vajra-vara-da文 殊)と と も に,大 悲 胎 蔵 生 マ ン

ダ ラ を 画 くべ し」9)と あ る.こ の よ うに マ ン ダ ラ を 囲 繞 し,内 に 入 っ て,大 慈 と

大 悲 に よ る如 来 の加 持 力 に よ って 成 就 者 を観 念 し,自 身 をVA字 に よ っ て羯磨 金

剛 薩 捶 に な る よ うに加 持 し,さ ら に阿 闍 梨 は金 剛最 勝 施 と とも に大 悲 生 の マ ンダ

ラ を画 くわ けで あ る.こ れ は先 の偈 頌 に あ っ た よ うに,世 尊 は最 勝 第 一 の 菩提 道

場,す な わ ち 四 魔 降 伏 の道 場 に安 住 され,虚 空 の如 き行 境 の 瑜 伽 の相 で業 を熟 さ

れ,梵 天 の 勧 請 に よ り 「立 ち あ が り,衆 生 済 度 に趣 か れ た 」 如 くに羯 磨 金 剛 薩 捶

とな っ て,衆 生 済 度 の た め に大 悲 胎 蔵 生 マ ン ダ ラ を画 くわ け で あ る.

2.5次 に 「具 縁 品 」 に あ る 「ま た金 剛 薩唾 若 し彼 の有 情 」l0),チ ベ ッ ト語 訳 で

は 「彼 らは金 剛 薩 捶 に して 」ll)を,ブ ッ ダ グ ヒヤ は 『大 日経 広 釈 』 の 中 で 「この

よ うに大 乗 を修 習 し終 っ た彼 ら有 情 の心 は妙 堅 固(sudrdha)で,外 道 や 魔 な どに
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よって退転 しないので,彼 らの心は金剛に等 しいことか ら金剛薩捶 と言われ る」
12)と釈 している

.ま た別の箇所では,「金剛薩捶 とは,心 が妙堅固にして金剛に

等 しきものに対 して言われ るのであって,そ れはまた何故か と言えば,不 顛倒に

してよ く成就 した相が菩提道場の心であり,そ れ自身が吉祥金剛薩捶の菩薩身 と

して加持 されるのである」13)と釈 している.こ れは,最 初にあげた 「毘盧遮那世

尊(大 日如来)は 諸仏(一 切如来)の 本初不生を尋念 し」の 〈尋念〉を指している

と考える.す なわち釈尊は菩提樹下 という菩提道場において四魔降伏 し,本 来不

生,寂 静の智慧を悟 られたが,さ らに梵天の勧請によつて,堅 固にして不顛倒の

心をもって衆生済度するという本誓を尋念されたことを指したものである.こ の

利他行を実行する薩捶 として,阿 闍梨自らを,羯 磨金剛薩捶 として,行 動する金

剛薩捶 として加持されたのである.ま たブッダグヒヤは,『大 日経』における金

剛薩捶を,〈大乗を修習し終った彼 ら有情の心が妙堅固で不退転なること金剛の

如き者〉,そ して 〈不顛倒 にしてよく成就した相が菩提道場の心であって,そ れ

自身が吉祥金剛薩捶の菩薩身 として加持される〉 と釈 している.す なわち如来の

悲による加持によって,自 身が菩薩身 となって加持するわけである.こ れは菩提

道場の心〉が,釈 尊が菩提樹下で四魔降伏された時の心を指 し,そ れゆえ大勤勇

(mahavlra)と称せられたと釈 しているわけである.こ の時の四魔降伏の真言が"A

vi ra hum kham"で あり,そ の種子がA・VA・RA・HA・KHAで ある.こ の真言

および種子が菩提樹下における釈尊の悟 りの心そのままの不顛倒なる堅固心を表

わ したものと言える.こ れは利他行に趣 く菩薩身,す なわち吉祥金剛薩捶に徹す

ることを表したものでもある.

2.6こ れらのことか ら 〈毘慮遮那が諸仏の本初(本 来)不 生を尋念せ られた〉 と

は,一 切如来が等しく持たれている本願 ・本誓を尋念されたことであり,一 切の

者を本来不生なる者 として加持することと言える.こ れは本来不生を悟った第一

が毘盧遮那であることか ら,『大 日経』では大 日如来の種字はA(阿)で 象徴 され

る.ま た大 日如来が阿字本不生 ・本来寂静 ・無比の法を説 く者であり,そ れ故に

〈世間第一(1oka-adi)〉,〈世間導師(1oka-natha)〉 と称せ られるわけである.さ らに

〈本来寂静を加持する〉 とは,加 持によって空性を自性 としている如来の色身 と

なり切 ることである.〈世尊が最勝第一の菩提道場に住された〉,そ して 〈虚空の

如き戯論なき無二の行境〉 とは,仏 と一体化する瑜伽の ことである.ま た 〈VA

字で羯磨金剛薩捶 と加持 し,金 剛最勝施 とともに〉は,VA字 が金剛薩捶(vajrasat-

tva)を 指し,ま た金剛部の種字で,白 浄な水(vari,varupa)を 表 し,水 がすべてを
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清 浄 に洗 浄 す る こ とを表 した もの と言 え る.そ して 〈加 持 す る〉 とは,阿 闍 梨 自

身 も衆 生 済 度 の 作 業(karma,羯 磨)を な す羯 磨 の金 剛 薩 捶(karma-vajrasattva)と な

り切 る こ とで あ る.こ の こ と は瑜 伽 行 を実 践 す る者 に成 る こ とを 意 味 して い る.

この よ うに金 剛 薩捶 の 定 義 に 関 わ る,本 初,本 不 生,最 勝 第 一 ,寂 静,堅 固,不

顛 倒,空 性 等 の重 要 語 が,『 大 日経 』 に存 在 して お り,次 の瑜 伽 タ ン トラ に お い

て増 幅 ・展 開 され て い る と言 え る.

2.7 以 上 の こ とか ら,『 大 日経 』 は 『金 剛 頂 経 』 を始 め とす る瑜 伽 タ ン トラ系 へ

の連 続 性 を示 して い る経 典 で あ る と この 点 か ら も言 え るで あ ろ う.

3.『 大 日経 』 にお け る金 剛 薩 捶 を ま とめ て み る と,阿 闍 梨 は,大 乗 真 言 道 を進 趣

す る者 で あ り,釈 尊 の 菩提 道 場 で の如 く,大 悲 心 を も つて 衆 生 済 度 せ ん とい う不

退 転 に して 堅 固 な る誓 願 を 持 つ 者 で あ る.そ して 衆 生 を救 うた め に 菩提 心 の 種 子

を植 えつ け る者 の こ とで あ る.『 大 日経 』 の 『住 心 品 』 に あ る 「大 悲 とは 方 便 で

あ り,そ れ が 根 本 とな る」 とは,悲 が 衆 生 済 度(paritrana)と い う本 誓(samaya)

を持 つ こ とを表 し,三 摩 耶 薩 捶 とは,誓 願 を持 つ 人 の こ とで あ る.こ れ は悟 りの

菩 提 心 に向 か わ しめ る般 若 の 智 慧 を持 っ た 人,そ して 果 た る般 若 と因 な る方 便 を

持 つ 人 が,金 剛 薩 捶 で あ り,常 に 同 時 に 因 と果 が 作 動 す る人 の こ とで あ る.般 若,

す な わ ち 空 の立 場 を根 底 に持 ち,無 我 に な っ て,し か も悲 あ るが 故 に,こ の境 地

(果位)に も留 ま らず,因 の世 界,す な わ ち現 実 の世 界 へ と向 か っ て い る者 で あ る.

この 両 方 を 持 っ て い るが 故 に,金 剛 薩 捶 と言 わ れ る とい うの が,『 大 日経 』 に お

け る金 剛薩 捶 と言 え る.
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Vastu appears as the base of verbal denominations and as a verbally inex-

pressive thing in the Yogacarabhumi, especially in the Tattvartha Chapter of 
the Bodhisattvabhumi. In the Viniscayasamgrahani, nimitta appears in the 

same position as vastu. Furthermore, these are connected with the Three-

nature Theory. In this paper, I have tried to investigate vastu and nimitta in 
the connection with the Three-nature Theory. 

I have investigated the Three-nature Theory in the Madhyantavibhaga-

bhasya before. From that investigation, I found that the structure of the Three-

nature Theory in the Madhyantavibhagabadsya is different from that in the 
other texts of the Yogacara School. Generally, the structure of the Three-

nature Theory is thought to be that paratantra-svabhava is a locus of parikal-

pita-svabhava and parinispanna-svabhava. But in that text, that locus is pa-
rinispanna-svabhava. In my opinion, Vasubandhu, who is the author of that 

text, may possibly be influenced by another text which was written before 

the Madhyantavibhagabhasya. Through an investigation of vastu and nimitta 
in the Yogacarabhumi, it appears that there is a possibility that Vasubandhu 
was influenced by the Three-nature Theory of the Yogacarabhumi. 

82. The Position of Vajrasattva According to the Mahdvairocandbhisambo-

dhi-vikurvitddhisthanavaipulyasutrendrarajana madharmaparyaya 

Tatsuto HIRAOKA 

83. On the Kayatrayastotra 

Akimasa TSUDA 

The Kayatrayastotra (P no.2015) may be supposed not to have been written 
by Nagarjuna, considering the meter, Sragdhara, and the terms for Trikaya, 

the set of which is not yet seen even in the earliest Yogacara works, i.e. the 
Bodhisattvabhumi of the Yogacarabhumi, the Samdhinirmocanasutra and 

the Viniscayasamgrahani of the Yogacarabhumi. It is possible, although we 

cannot prove it conclusively, that this stotra was composed before the estab-
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